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｢親が怖くて指導できず｣底辺校教師の悲痛な叫び
東海地⽅で30年働く先⽣が語った事（第4回）

教育困難校では先⽣の働き⽅も変化しているようです。※写真はイメージ（写真︓ show999 / PIXTA）

学⼒が低く、授業についていくことができない「教育困難」を抱える⽣徒たちを考える本連載。今回お話を
伺った鈴⽊先⽣（仮名）は、東海地域で30年以上⾼校教員として働くベテラン教師です。鈴⽊先⽣の⾼校
は、偏差値40以下の私⽴⾼校であり、昔も今も「教育困難な⽣徒」＝「勉強がなかなかできない⽣徒」が
多く通っています。

そんな先⽣の目から⾒ると、昔よりも現在のほうが、さまざまな意味で「深刻な」問題を抱える⽣徒が多く
なっているのだそうです。⾃⾝も15年前に「教育困難」校を卒業した濱井正吾⽒が教育困難校の先⽣の働
き⽅の変化について話をうかがいました。

教育困難校の働き⽅も変化

昨今、全国の教育現場で⻑時間労働が常態化し、過酷な労
働環境であることが問題視されるようになった結果、⽂部
科学省は「教員の働き⽅改⾰」を推進するようになりまし
た。

その動きの中で、現在「教育困難校」の教員たちの働き⽅
は、過去と⽐較して、どのように変化しているのでしょう
か。
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東海地域で30年以上、偏差値40以下の「教育困難校」の⾼校教員を務めている鈴⽊先⽣に、
1事例として、そうした疑問の数々を尋ねてみました。

鈴⽊先⽣は、30年以上の⻑い教員⽣活の中で、⾼校の教員の働き⽅も⼤きく変わってきたと
⾔います。

「私が働く学校に限った話かもしれませんが、今は昔と⽐べて、労働環境はよくなったと思
います。『教員の労働環境がブラックだ』というのが⼤きな問題になった結果として、労働時
間⾃体は減っています。

例えば昔は休⽇に先⽣向けの研修会に⾏って、平⽇はずっと⽣徒の相⼿をしていました。夜
遅くまで学校に残って、つきっきりで⽣徒対応をすることも少なくありませんでした。

それが、残業の規定が⽣まれたことで、休⽇朝から晩までの勤務や21時22時を過ぎてまでの
残業も⼤きく減りました。ただ、それはうちの⾼校が⼀般企業と同じ給与ルールになり、残業
も時給換算して上限まで払ってくれるようになって、働き⽅のバリエーションが増えたことが
⼤きいと思います」

「多くの学校は今まで通りだと思うので、保護者対応や業務が増⼤していると思いますが」
との前置きされたうえで、鈴⽊先⽣の学校では「労働環境⾃体は昔と⽐べてよくなった」と語
ります。教員の働き⽅改⾰は、現場で⼀定の成果が出ているとも捉えられる⼀⽅で、それに
よって新たに⽣まれた問題についても教えてくださいました。

密なコミュニケーションが⼤きく減った

「私の⾼校では、⽣徒との密なコミュニケーションの頻度は⼤幅に減りました。ワークライ
フバランスなんて⾔いますけど、昔はワークもライフも境目が曖昧だったんですよ。

昔は、家庭訪問に⾏って、そのまま⽣徒に『ちょっとラーメン⾷いに⾏こうぜ』と声をかけ
たりしました。それで、⾃分の⾏きたかったラーメン屋に連れてって、『美味いな︕』と感じ
ながら、⽣徒といろんな話をして。『じゃあ明⽇、学校で待ってるからな︕絶対来いよ︕』な
どと指導していました。

あの時間は、⾃分にとっては仕事の時間でもあるし、プライベートの時間でもあった。で
も、今そんなことをやったら、『⽣徒を勝⼿に連れまわすな︕』って怒られますよね」

おおらかな時代だったからこそできた、⽴場を超えた⼈と⼈との交流も、規制が相次ぐ現代
社会では、できなくなってしまったようです。

「最近はコンプライアンスを意識しなければならないからこそ、指導に対して、今までとは
全然違う神経を使わなければならなくなりました。たとえば今は、家庭訪問の際に家に⼦ども
しかおらず、親がいないときには、家に⼊ってはいけないんです。それは不法侵⼊だと⾔われ
てしまいます。

また、学校で⽣徒と話をしているときでも、その⽣徒の後ろ側にいる親のことを考えてしま
います。『今この⽣徒にこんなことを⾔ったら、後からここだけ切り取られて、親からクレー



ムが来たりするんじゃないか』と思うと怖くなって、あまり強い⾔葉を使ったりすることがで
きません」

⽣徒の⼼に⼀歩踏み込んだ指導は、家庭の問題に介⼊することにもつながる場合がありま
す。

年⻑者や社会的地位の⾼い⼈たちの⾔動によるハラスメントが噴出しはじめ、社会問題につ
ながるリスクが⾼くなってきた現在においては、そうした「熱⾎指導」は、鈴⽊先⽣としても
なかなか難しいようです。鈴⽊先⽣個⼈としては、昔と今の働き⽅について、どう思われてい
るかを尋ねてみました。

「昔はよかったと⼀概に⾔いたいわけではありません。でも、⽣徒と本気でぶつかるという
ことが、今は圧倒的に減ってきていますね。昔は、⾚裸々なところまで踏み込むから、どっち
も裸になれる、という意識がありました。

うまくいかなくて、『もう俺なんて死んでやるんだ︕』と⾔ってくるような⽣徒がいて、そ
れに対して『⾺⿅なこと⾔うんじゃない︕』と指導することは多かったですが、今はそんなこ
とを⾔えるような間柄になるまでに⾄りません」

「決して体罰を肯定するわけではない」と前置きをされたうえで、先⽣はこう続けます。

「今では、⽣徒とぶつかることができる間柄になれないので、⽣徒の⼈⽣を⼤きく変えるよ
うなこともなかなか⾔えませんよね。昔のほうが⽣徒も先⽣も喜怒哀楽を素直に表現していた
のは事実です。それがなくなったというのは、⽣徒も先⽣もお互いに喜怒哀楽を表現する機会
が減ったということにほかなりません」

喜怒哀楽を表現できない⽣徒たち

先⽣も⽣徒も感情を前⾯に出していた過去と⽐べると、現在ではそれを表に出すことができ
ない⼦どもが増えたとも感じているようです。それは、コロナが到来したことも⼤きいようで
した。

「私の⾼校の⽣徒を⾒ていると、喜怒哀楽を表現できない⼦どもたちが増えていると思いま
す。昔よりも圧倒的に、喜怒哀楽を表現しない場合が多いのです。しかも、コロナを経たこと
でマスクを着けたままで会話することが多くなりましたからね。

相⼿の感情を読み取ることも、⾃分の表情を作って喜怒哀楽を表現することも、⼤きく機会
が減りました。その要因も相まって、⽣徒たちは先⽣のことをあまり信頼できなくなっている
と思いますし、先⽣も先⽣で、本当のことをなかなか⽣徒に⾔えなくなってしまっていますよ
ね」

鈴⽊先⽣は⾃⾝の⾼校の経験を通して、今の教育現場は⾔いたいことが⾔えない環境になっ
てしまった、と感じているようです。その中で鈴⽊先⽣が、⽣徒に⾔ってあげたい本⾳とは何
か、聞いてみたところ、切実な回答が返ってきました。

「私が勤めている学校は地域の”底辺校”と呼ばれる⾼校なわけですが、その⽣徒の親は、結構



な割合で、この⾼校の卒業⽣です。『⾃分は全然勉強もせずにこの学校に来て、なんとかなっ
た。だから、⾃分の⼦どもも、この学校に⼊れておけばなんとかなるだろう』と考えている親
も多い」

⽣徒の親⾃⾝の学びや意識も⼤切だ

「学校経営としてはそれでいいのかもしれませんが、本当は、⽣徒にその意味を考えてほし
いんですよね。つまりは階層構造の固定化であり、格差の再⽣産が⾏われてしまっているんで
す。『君たちが親になる頃には、もうちょっと頑張って勉強して、ちゃんとした⼤学に⾏っ
て、いい就職先に⾏って、⼦どもにちゃんと教育的な投資ができる余裕を持ってほしい。それ
で、君たちの⼦どもを、この学校に⼊れないようにしてほしい』って、目の前の⽣徒に対して
⾔ってあげたいですよね。そんなことは、今は絶対に⽣徒に向かって直接は⾔えませんけど」

昔は⾔えていた本⾳が、⾔えなくなってしまった。鈴⽊先⽣の⾼校の事例を聞いていると、
格差の再⽣産を助⻑し、次の教育困難を⽣んでいる、という⾯があるのかもしれません。これ
は根深い問題として、今後も考えていく必要があると⾔えるでしょう。
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